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　東日本大震災で大きな被害を受けた

宮古市。市の復興事業はほぼ完了し、

今後は心のケアや教訓の伝承などを継

続しつつ、新たな市総合計画（２０２０～

�年度）をベースに産業振興などに注

力する。未完成の閉伊川水門など防災

面で課題が残り、度重なる災害や新型

コロナウイルス感染症の影響も広がる

中で、地域と住民の活力を維持するま

ちづくりが求められる。

日本海溝・千島海溝地震で想定される津波について、地元の児童に説明する津軽石中
３年生。若手世代が命を守るための取り組みを精力的に進めている＝宮古市津軽石
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�
年
間
で
宮
古
市
の
復
興
は

大
き
く
進
ん
だ
が
、
高
台
や
他

地
域
へ
の
移
住
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
も
変
化
し
た
。
悲
し

み
を
抱
え
た
ま
ま
の
人
も
お

り
、
今
後
も
精
神
的
な
サ
ポ
ー

ト
や
地
域
の
交
流
の
機
会
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
不
漁
の
影

響
で
、
震
災
前
に
比
べ
て
水
産

業
や
商
店
街
も
元
気
が
な
く
な

っ
て
お
り
、
行
政
の
支
援
が
必

要
だ
。
震
災
時
は
宮
古
湾
近
く

の
高
台
か
ら
津
波
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。
人
間
は
自
然
の
力

に
勝
て
な
い
。
新
た
な
津
波
も

予
測
さ
れ
て
お
り
、
防
潮
堤
を

過
信
せ
ず
「
必
ず
避
難
す
る
」

意
識
を
官
民
で
共
有
し
、
二
度

と
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
備

え
た
い
。

　
�
年
度
ま
で
８
年
間
の
計
画
だ
っ

た
市
復
興
計
画
に
基
づ
く
１
０
２
事

業
、
事
業
費
約
２
１
０
０
億
円
は
一

部
を
�
年
度
に
繰
り
越
し
て
お
り
、

同
年
度
末
の
事
業
費
ベ
ー
ス
の
進
行

率
は
�
・
３
％
の
見
込
み
。
高
浜
地

区
の
道
路
整
備
事
業
な
ど
２
事
業
を

さ
ら
に
�
年
度
に
繰
り
越
す
。

　
市
内
�
カ
所
に
２
０
１
０
戸
を
整

備
し
た
仮
設
住
宅
は
１
日
ま
で
に
入

居
者
が
全
て
退
去
し
た
。
災
害
公
営

住
宅
も
�
団
地
７
６
６
戸
が
完
成
し

た
。

　
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
（防
集
）

で
市
が
買
い
取
っ
た
７
地
区
計
�
・

６
㌶
の
う
ち
、
約
４
割
の
利
用
先
が

決
ま
っ
て
い
な
い
。
市
は
�
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
案
に
関
連
予
算
１

８
２
４
万
円
を
計
上
し
、
土
地
集
約

と
活
用
策
を
探
る
。

　
復
興
拠
点
整
備
事
業
は
、
中
心
市

街
地
と
津
軽
石
地
区
で
実
施
。
１
８

１
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
田
老
地
区
で

は
住
民
と
市
が
協
議
を
重
ね
、
復
興

の
在
り
方
を
模
索
し
た
。
地
域
全
体

で
高
台
移
転
す
る
案
も
出
た
が
、
最

終
的
に
土
地
区
画
整
理
と
高
台
へ
の

防
集
で
従
来
の
ま
ち
が
二
つ
に
分
か

れ
る
形
と
な
っ
た
。

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

（
Ｕ
Ｒ
）
は
、
両
事
業
の
設
計
・
施

工
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ま
と
め
て
発

注
す
る
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
従
来

の
工
期
の
半
分
の
２
年
半
で
ま
ち
び

ら
き
に
こ
ぎ
着
け
た
が
、
待
ち
き
れ

ず
に
地
域
を
離
れ
た
住
民
も
多
い
。

�
年
３
月
１
日
に
４
４
３
４
人
だ
っ

た
田
老
地
区
の
人
口
は
１
日
現
在

で
２
８
５
６
人
に
減
少
。
居
住
地
が

離
れ
た
住
民
の
絆
を
結
び
、
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議

わ

し
ち

会
の
田
中
和
七
会
長
（�
）は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
、
住
民
の
足
並

み
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
激
変
し
た

田
老
の
姿
に
寂
し
さ
も
感
じ
る
が
、

地
元
資
源
を
活
用
し
て
交
流
と
活
力

を
生
み
出
し
て
い
く
し
か
な
い
」
と

決
意
す
る
。

　
基
幹
産
業
の
水
産
業
も
災
害
に
よ

る
施
設
被
害
と
記
録
的
不
漁
、
コ
ロ

ナ
禍
に
苦
し
む
。
漁
業
者
は
震
災
前

の
２
５
６
２
人
か
ら
約
５
０
０
人
減

少
。
海
面
・
陸
上
養
殖
な
ど
新
規
事

業
に
活
路
を
見
い
だ
し
た
い
。

　
今
後
は
国
の
財
政
支
援
が
減
り
、

予
算
規
模
は
震
災
前
と
同
水
準
と
な

る
。
「
完
全
復
興
」
と
未
来
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
事
業
の

選
択
と
集
中
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。

　
宮
古
市
は
東
日
本
大
震
災
の
ほ

か
、
２
０
１
６
年
の
台
風
�
号
、

�
年
の
台
風
�
号
の
両
豪
雨
で
も

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
昨
年
は

内
閣
府
が
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝

地
震
の
津
波
浸
水
想
定
を
公
表

し
、
地
域
防
災
は
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
津
波
か
ら
中
心
市
街

地
を
守
る
閉
伊
川
水
門
（
延
長
１

６
４
・
４
㍍
、
高
さ
�
・
５
㍍
）

は
完
成
見
込
み
が
�
年
度
に
ず
れ

込
み
、
無
防
備
な
状
況
が
続
く
。

　
県
が
７
日
に
開
い
た
現
場
見
学

会
に
は
住
民
ら
�
人
が
参
加
。
小

か

ず

み

山
田
防
災
会
の
山
崎
一
美
会
長

（�
）は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
避
難

訓
練
が
十
分
に
で
き
て
お
ら
ず
、

早
く
水
門
が
完
成
し
な
い
と
被
害

が
甚
大
に
な
る
」
と
危
ぶ
む
。

　
市
は
同
地
震
に
よ
る
津
波
に
備

え
、
市
内
７
カ
所
で
浸
水
想
定
な

ど
を
共
有
す
る
住
民
説
明
会
を
実

施
。
避
難
所
の
見
直
し
も
進
め
、

県
の
動
き
を
待
た
ず
に
暫
定
版
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
全
戸

配
布
し
た
。

　
た
だ
、
こ
の
浸
水
想
定
は
水
門

や
防
潮
堤
が
全
て
完
成
し
、
完
全

に
機
能
す
る
前
提
で
計
算
し
て
お

り
、
水
門
が
な
い
現
状
で
は
想
定

よ
り
も
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
も

あ
る
。
「
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
高
台

に
避
難
す
る
」
と
い
う
住
民
の
防

災
意
識
啓
発
が
最
も
重
要
な
課
題

と
な
る
。

　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
地
震
で

東
日
本
大
震
災
以
上
の
規
模
の
津

波
が
押
し
寄
せ
る
恐
れ
が
あ
る
同

市
津
軽
石
地
区
で
は
、
津
軽
石
中

生
が
自
主
的
に
住
民
へ
の
注
意
喚

起
の
ビ
ラ
を
作
成
し
、
地
元
小
学

生
に
も
説
明
す
る
な
ど
積
極
的
に

動
い
て
い
る
。

　
１
月
に
通
算
２
０
０
回
目
の
津

波
模
型
実
演
会
を
行
っ
た
宮
古
商

工
高
機
械
科
津
波
模
型
班
の
取
り

組
み
は
、
実
際
に
震
災
時
の
避
難

行
動
を
手
助
け
し
て
お
り
、
若
手

世
代
に
よ
る
防
災
学
習
が
存
在
感

を
放
つ
。

　
行
政
の
取
り
組
み
に
、
地
元
発

信
の
防
災
ア
イ
デ
ア
を
取
り
込
む

こ
と
で
「
住
民
の
命
を
守
る
ま
ち

づ
く
り
」
は
よ
り
柔
軟
性
と
有
効

性
を
持
つ
は
ず
だ
。

　
宮
古
市
は
地
域
に
よ
り
被
害

状
況
が
大
き
く
異
な
っ
た
た

め
、
地
区
ご
と
に
住
民
の
協
議

結
果
を
反
映
し
た
地
区
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、
復

興
事
業
に
生
か
し
て
き
た
。

　
市
主
体
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ

ぼ
完
了
し
た
が
、
近
年
は
大
規

模
災
害
が
全
国
で
頻
発
し
て
お

り
、
地
域
防
災
の
強
化
や
震
災

の
記
憶
伝
承
な
ど
、
今
後
も
命

を
守
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

教
訓
や
効
果
的
な
防
災
対
策
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
、
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
自
治
体

の
大
切
な
役
割
だ
。

　
震
災
や
台
風
被
害
を
乗
り
越

え
た
事
業
者
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
疲
労
の
色
が

濃
く
、
産
業
振
興
は
喫
緊
の
課

題
だ
。
適
切
な
支
援
を
行
い
つ

つ
、
近
く
全
線
開
通
す
る
三
陸

道
と
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
を
最

大
限
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大

や
物
流
の
促
進
な
ど
、
攻
め
の

施
策
を
展
開
し
た
い
。

　
復
興
の
定
義
は
人
に
よ
っ
て

異
な
る
。
出
身
地
か
ら
離
れ
た

場
所
で
自
宅
再
建
を
果
た
し
た

住
民
へ
の
取
材
で
「
３
日
ぶ
り

に
人
と
話
を
し
た
」
と
い
う
言

葉
に
胸
が
痛
ん
だ
。
新
た
な
環

境
や
人
間
関
係
に
な
じ
め
ず

孤
立
を
深
め
る
被
災
住
民
は
現

在
も
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の

深
刻
度
は
急
激
に
増
し
て
い

る
。

　
津
波
か
ら
助
か
っ
た
大
切
な

命
が
輝
き
を
失
わ
な
い
よ
う
、

今
後
も
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な

い
。
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
活

力
を
維
持
す
る
ま
ち
づ
く
り

は
、
住
民
一
人
一
人
の
復
興
が

完
了
し
て
こ
そ
実
現
す
る
。

（
宮
古
支
局
・
刈
谷
洋
文
）
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